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平成１９年第１回定例会　

平成１９年度当初予算等、全３４案件を原案のとおり可決平成１９年度当初予算等、全３４案件を原案のとおり可決
第１回定例会は３月１２日から３月２３日まで開催され、当初予算、条例改正、補正予算等３４件の議案等
を審議。
平成１９年度当初予算８件、条例改正１２件、補正予算７件、人事案件２件、陳情４件、工事請負契約１件
です。提出された案件はすべて原案のとおり可決しました。
通告質問については、９人の議員が登壇し市政一般について質問しました。
（傍聴者　計５０人）

会　  議　  経  　過会　  議　  経  　過

審議された主な議案等

　月　日 議　事　日　程

３月１２日（月）
開会・議案審議

陳情審査・委員会付託

３月１３日（火） 議事整理

３月１４日（水） 議案審議・委員会付託

３月１５日（木）

総務委員会

教育福祉委員会

（付託案件審査）

　月　日 議　事　日　程

３月１６日（金）
環境経済委員会（付託案件審査）

建設委員会（付託案件審査）

３月１９日（月） 市政一般通告質問　５人

３月２０日（火） 市政一般通告質問　４人

３月２２日（木） 議事整理

３月２３日（金）
追加議案審議

委員会付託案件審査　閉会

件　　　名 内　　　　容

○潮来市特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例の一部改正について

市長、副市長の給料月額を減額するもの。

（平成19 年 4月1日～平成 20 年 3月31）

市 　 長      ５４９，０００円（２３５，０００円減額）

副 市 長　　５７８，０００円（３０，０００円減額）

○潮来市教育長の給与、勤務条件に関する

条例の一部改正について

教育長の給料月額を減額するもの。（平成19年 4月1日～平成20年 3月31日）

５２３，０００円（２７，０００円減額）

○潮来市放課後学童保育対策事業条例の一

部改正について

随時入所者の学校休業日における保育料の適正化を図るもの。

学校休業日　月額１２，０００円　　日額８００円

○潮来市特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

について

地域包括支援センター運営協議会委員、高齢者虐待防止ネットワー

ク運営委員会委員の報酬を定めるもの。　

医師８，０００円 (日額 )　　委員３，２００円（日額）

○潮来市職員の特殊勤務に関する条例の一

部改正について

職員の特殊勤務手当を１０種類から３種類に減らしたもの。

１.市税徴収事務　２. 動物死体処理　３.生活保護査察指導員

○工事請負契約の締結について

潮来第二中学校校舎改築工事（２期）

契約金額　　３８１，１５０，０００円

契約相手　　常総・高須特定建設工事共同企業体

○人権擁護委員候補者推薦について
任期満了に伴う委員の推薦についての同意するもの。

・兼平　紀子氏　（潮来市辻）　

○潮来市固定資産評価委員の選任について

任期満了に伴う委員の選任についての同意するもの。

・永山　健治氏　 （潮来市牛堀）　 

・栁町　拓郎氏　 （潮来市潮来）



国への意見書を提出
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平成１９年度当初予算　２０４億２６８万円　を可決

会　　　計 １９年度 前 年 度 比

一般会計 １０４億４，２００万円 ８，０００万円増

国民健康保険特別会計 ３５億３，５５１万円 ２億４，６０９万円増

老人保健特別会計 ２１億８，３８６万円 １，５５８万円増

下水道事業特別会計 １３億６，５２７万円 　　    ２１２万円増

農業集落排水事業特別会計 ５，４０７万円 　　　　    ５万円増

介護保険特別会計 １５億７，６９９万円 １億７，１４１万円増

水道事業会計 １２億３，０７１万円 ９６０万円増

工業用水道事業会計 １，４２７万円   ３０３万円減

請願・陳情の審議結果

受付日 件　　　　　　　　　名 提出者 結　果

陳情第１号

平成18 年11月27日

国道５１号バイパス工事における、道路横

断箇所の信号機設置について
小泉区長　宮岡市栄 継続審査

陳 情 第 ２ 号

平成19 年 2月23日

住民の暮らしを守り、公共サービス拡充を

求める陳情書

県民要求実現茨城共同運動連絡会　

会長　桜井　和夫

鹿行地域共同運動連絡会

会長　木村　泉

継続審査

陳 情 第 ３ 号

平成19 年 2月23日

安全でゆきとどいた地域医療を実現する

ための医師・看護師の大幅増員を求める

陳情書

県民要求実現茨城共同運動連絡会　

会長　桜井　和夫

鹿行地域共同運動連絡会

会長　木村　泉

採　択

陳 情 第 ４号

平成19 年 3月1日

素鵞熊野神社境内に消火栓の設置を求め

る要望書

潮来地区区長会

会長　石橋　仁一　他３３名
採　択

国への意見書を提出国への意見書を提出
安全・安心の地域医療を実現するための
医師・看護師の大幅増員を求める意見書

　いま地域医療は、病院勤務医の減少による産科・小児科診療の縮小などで深刻な事態に直面しています。医師・
看護師を大幅に増やし、安全でゆきとどいた医療・看護を実現することは、国民的な緊急課題です。
　医師に関しては、全国の 6分の1の病院が、医療法に規定された人数を満たせない深刻な事態となっており、
全国各地で救急医療や産婦人科・小児科などでの供給体制の悪化や地域偏在が起こっています。茨城県でも各地
域で同様の問題が顕在化しており、住民の不安が広がっています。
　看護職員の実態も、極端に少ない人員配置の下で仕事に追われ、満足な医療･看護ができず、健康破壊も深刻
な状況です。急性期入院を受け入れている一般病棟の多くは、昼間は1人の看護師が患者4～5名を看ていますが、
夜間帯には1人で 20 ～ 25 名の患者を看なければならない体制です。
　この背景には、医療従事者の配置基準が長年低いままで据え置かれ、さらに入院日数の短縮化や医療の高度
化によって、業務量の増加と濃密化が急激に進んでいることがあげられます。医療の現場はもはや限界であり、
安全・安心の地域医療の上からも人員増は緊急課題です。
　こうした趣旨から、下記事項の実現を要望するものです。

記
１、安心でゆきとどいた医療・看護を実現するために、医師・看護師を大幅に増員すること。
２、そのために需給計画の見直しと増員に必要な法的・制度的な整備、診療報酬その他での財政措置を行うこと。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

平成19 年 3月23日　
茨城県潮来市議会　　

内閣総理大臣・総務大臣・厚生労働大臣・文部科学大臣・財務大臣　様
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

須田　富次 議員

潮
来
市
は
第
二
の
夕
張

市
、
本
当
か

　

潮
来
市
は
あ
と
２
年
で
第
２
の
夕

張
市
に
な
る
と
、
市
民
の
方
は
大
変

心
配
を
し
て
い
る
が
具
体
的
に
説
明

を
い
た
だ
き
た
い
。

夕
張
市
と
は
財
政
状
況
が

違
う

佐
野
総
務
部
長

　

夕
張
市
の
状
況
は
、
借
入
金
残
高

が
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
債
務
も
合
わ

せ
ま
す
と
630
億
円
ほ
ど
で
す
。
潮
来

市
に
つ
い
て
は
、
債
務
残
高
等
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
も
合
わ
せ
239
億
円
ほ

ど
で
す
。
財
政
力
指
数
で
す
と
、
夕

張
0.22
に
対
し
て
潮
来
は
0.51
、
起
債
制

限
比
率
で
い
い
ま
す
と
、
17.0
に
対
し

潮
来
は
13.8
。
基
金
残
高
等
も
、
夕

張
５
千
952
万
４
千
円
に
対
し
て
潮
来

市
は
20
数
億
円
ほ
ど
の
基
金
残
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
か

ら
も
、
潮
来
市
と
夕
張
市
で
は
、
内

容
が
全
然
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
２
年
で
夕
張
市
に
な
る
と
い
う
よ

う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、詳
し
く
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

市
全
体
の
約
20
％

大
川
牛
堀
出
張
所
長

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成
４
年
度

永
山
地
区
か
ら
始
ま
り
、
堀
之
内
、

茂
木
、
清
水
地
区
が
調
査
完
了
し
、

島
須
地
区
の
一
部
も
完
了
し
て
い
ま

す
。
調
査
完
了
面
積
は
806
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
牛
堀
地
区
全
体
の
調
査
対
象

面
積
の
56.8
％
、
潮
来
市
全
体
の
調
査

対
象
面
積
の
19
．62
％
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
費
の
累
計
は
平
成
４
年

度
か
ら
２
億
３
千
571
万
８
千
円
と
な

り
ま
す
。
平
成
19
年
度
も
引
き
続
き

島
須
地
区
を
調
査
区
域
と
し
て
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
対
策
に
つ

い
て

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
絶
対
と

い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
、

漏
え
い
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
備

え
て
の
、
危
機
管
理
計
画
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
が
市
の
対
策
を
伺
う
。

職
員
へ
の
指
導
徹
底

佐
野
総
務
部
長

　

情
報
管
理
に
つ
い
て
は
、
潮
来
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
は
所
掌
す
る
事

務
の
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
の
保

管
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
職
務
上
知
り

得
た
個
人
情
報
を
他
人
に
知
ら
せ
た

り
、
不
当
な
目
的
に
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

万
一
の
場
合
の
備
え
と
し
て
は
、

個
人
情
報
漏
え
い
保
険
と
い
う
も
の

に
19
年
度
か
ら
入
る
予
定
で
す
。
危

機
管
理
に
つ
い
て
は
職
員
へ
の
啓
蒙

を
進
め
る
と
と
も
に
、
二
次
災
害
に

対
し
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
今

後
も
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

舗
装
道
路
の
管
理
保
全
に

つ
い
て

　

市
内
の
道
路
が
舗
装
工
事
３
年
く

ら
い
で
ひ
び
割
れ
、
さ
ら
に
舗
装
道

路
に
穴
が
あ
い
て
い
る
場
所
も
か
な

り
あ
る
が
、
工
事
の
欠
陥
に
よ
る
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
道
路
の
管
理
保

全
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。　
　

欠
陥
工
事
で
は
な
い

今
泉
都
市
建
設
部
長

　

建
設
工
事
請
負
契
約
に
よ
る
工
事

に
つ
い
て
は
、瑕
疵
担
保
を
設
定
し
、

引
き
渡
し
よ
り
２
年
間
の
損
害
賠
償

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
瑕

疵
が
重
大
な
過
失
に
よ
る
場
合
に

は
、
10
年
間
の
請
求
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
業

者
に
よ
る
欠
陥
で
補
修
等
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

管
理
体
制
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
市
内
の
穴
埋
め
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
長
、
郵
便

局
員
、
上
水
道
の
集
金
業
者
等
か
ら

道
路
の
破
損
等
の
情
報
提
供
を
受
け

て
い
ま
す
。
国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、

破
損
箇
所
を
確
認
後
、
国
・
県
へ
連

絡
し
て
補
修
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

　

入
札
制
度
が
大
分
改
善
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的
に
説
明
を

い
た
だ
き
た
い
。
地
元
業
者
へ
の
影

響
な
ど
は
な
い
か
。

地
元
へ
の
影
響
は
無
い

佐
野
総
務
部
長

　

市
で
は
、
入
札
、
契
約
制
度
に
つ

い
て
は
制
度
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
か
ら
、
500
万

円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

条
件
つ
き
の
一
般
競
争
入
札
に
し
て

い
ま
す
。
地
元
業
者
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
一
般
競
争
入
札
で
は
地
域
要

件
等
の
条
件
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、

影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
書
の
収
受
に
つ
い
て

　

文
書
の
収
受
と
は
、
郵
便
や
人
に

よ
り
、
あ
る
い
は
直
接
持
参
さ
れ

て
、
到
達
し
た
文
書
の
あ
て
先
を
確

認
の
上
、受
領
し
、収
受
印
の
押
印
、

件
名
簿
へ
の
記
載
な
ど
一
定
の
手
続

を
行
う
こ
と
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
扱
い
方
を
し
て
い
る
か
伺

う
。
文
書
の
保
存
、
防
災
対
策
の
完

備
は
し
て
い
る
か
。

規
定
ど
お
り
実
施

佐
野
総
務
部
長

　

文
書
の
収
受
に
つ
い
て
は
、
市
の

文
書
管
理
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
到
達
し
た
文
書
は
、
総

務
課
で
受
領
し
各
課
に
配
布
し
、
各

課
長
が
受
付
印
等
を
押
し
て
、
処
理

を
し
て
い
ま
す
。
配
達
記
録
、
速
達

等
に
つ
い
て
は
、
一
括
し
て
総
務
課

で
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

文
書
の
保
存
等
に
つ
い
て
は
、
永

久
保
存
、
10
年
、
５
年
、
３
年
、
１

年
と
分
け
て
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

庁
内
に
は
戸
籍
用
の
耐
火
金
庫
、
会

計
室
に
耐
火
金
庫
等
が
あ
り
保
存
し

て
い
る
状
況
で
す
。

補修された道路
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

大平　幸一 議員

前
川
排
水
機
場
に
つ
い
て

①
国
の
２
０
０
７
年
度
予
算
が
３
月

３
日
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
排
水
機
場
に
対
す
る

２
０
０
７
年
度
の
予
算
を
伺
い
ま

す
。

②
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

③
地
元
説
明
会
を
実
施
さ
れ
て
い
る

が
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

④
前
川
連
絡
会
の
開
催
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

秋
頃
の
本
格
的
な
着
工

窪
谷
企
画
財
政
課
長

①
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
で
は
、
予
算

公
表
は
国
会
終
了
後
に
お
け
る
各
省

庁
の
記
者
発
表
段
階
と
し
て
お
り
、
４

月
上
旬
ご
ろ
に
は
公
表
さ
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
出
水

期
ま
で
に
は
運
用
す
る
と
い
う
明
確

な
方
針
も
示
さ
れ
て
お
り
、
予
算
は
確

保
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
現
在
、
19
年
度
工
事
着
工
に
向
け

施
設
の
景
観
処
理
を
含
め
た
詳
細
設

計
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

③
説
明
会
は
昨
年
11
月
か
ら
河
川
事

務
所
、
土
木
事
務
所
と
連
携
し
つ
つ

実
施
し
て
き
て
お
り
工
事
に
近
接
す

る
皆
様
や
遊
覧
船
事
業
者
の
皆
様
か

ら
は
、
一
部
厳
し
い
ご
意
見
も
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
秋
ご
ろ
の
本

格
的
な
着
工
に
向
け
、
類
似
現
場
の

案
内
等
を
加
味
し
な
が
ら
理
解
を
求

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
現
在
の
と
こ
ろ
開
催
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

再
質
問

　

潮
来
市
長
が
変
わ
り
現
状
把
握
と

顔
合
わ
せ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

前
川
連
絡
会
は
県
が
窓
口
に
な
っ

て
開
催
を
決
め
て
い
ま
す
の
で
協
議

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
の
前
川
排
水
機
場
へ
の
現
在

の
考
え
は
。

田
市
長

　

関
係
省
庁
の
陳
情
に
つ
い
て
額
賀

福
志
郎
事
務
所
時
代
に
携
わ
っ
た
も

の
で
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
前

川
排
水
機
場
は
、
住
民
の
悲
願
が
署

名
活
動
の
様
な
住
民
パ
ワ
ー
に
よ
っ

て
実
現
し
た
も
の
と
受
け
と
め
て
お

り
、
私
の
市
政
運
営
の
基
本
で
も
あ

る
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
あ
や
め
園
に
つ
い
て

　

新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

治
水
と
財
政
を
踏
ま
え
検
討

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

前
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
計

画
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
本
整

備
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
現
在
、

土
木
事
務
所
に
よ
る
治
水
対
策
と
し

て
一
部
築
堤
及
び
管
理
通
路
の
整
備

が
始
め
ら
れ
て
お
り
、中
の
島
部（
あ

や
め
園
）
は
今
後
県
の
治
水
対
策
、

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　

大
規
模
武
力
攻
撃
等
発
生
し
た
場

合
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

協
議
会
実
施
、
現
在
作
成
中

根
本
総
務
課
長

　

法
に
よ
り
市
町
村
の
計
画
も
都
道

府
県
の
保
護
計
画
に
基
づ
き
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
回
の

協
議
を
受
け
ま
し
て
、
県
と
本
協
議
を

行
い
、
そ
の
後
計
画
に
つ
い
て
は
議
会

に
報
告
し
、
市
民
に
知
ら
せ
て
い
く
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
自
動
体
外
式
除
細

動
器

　

全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
致
死
性
の
不
整
脈
の
状
態

を
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
正

常
な
心
拍
に
戻
す
治
療
器
で
す
。
そ
こ

で
今
後
の
市
の
設
置
内
容
を
伺
う
。

19
年
度
３
ヶ
所
に
設
置

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

設
置
場
所
は
市
役
所
本
庁
舎
、
牛

堀
出
張
所
、
か
す
み
保
健
セ
ン
タ
ー

で
す
。
ま
た
、
市
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
に
は
貸
し
出
し
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

①
買
取
の
金
額
で
リ
ー
ス
対
応
す
れ
ば

10
台
は
設
置
で
き
る
が
そ
の
考
え
は
。

②
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
学
校
の
よ

う
に
大
勢
集
ま
る
場
所
を
優
先
す
べ

き
と
思
う
が
。

③
職
員
全
員
の
講
習
体
制
は
。

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

リ
ー
ス
で
の
対
応
、
設
置
場
所
等

に
つ
い
て
は
財
政
部
局
と
協
議
し
再

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
習
に
つ
い
て
は
全
職
員
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

頑
張
る
地
方
応
援
に
つ
い
て

　

や
る
気
の
あ
る
地
方
が
自
由
に
独

自
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
魅
力
あ
る
地
方
に
生
ま
れ
変
わ

る
よ
う
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む

自
治
体
に
対
し
て
の
地
方
交
付
税
の

支
援
措
置
。
19
年
度
２
千
700
億
円
の

国
事
業
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

現
在
準
備
中

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
経
費
と

し
て
１
市
町
村
、
単
年
度
３
千
万
円

で
３
ヵ
年
の
措
置
で
す
。
頑
張
り
の

成
果
算
定
方
式
は
７
月
ご
ろ
示
さ
れ

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
支
援
措
置

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自動対外式除細動器（AED)
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

篠塚　貴美子 議員

前
川
に
つ
い
て

①
潮
来
の
観
光
資
源
で
あ
る
前
川
、

き
れ
い
な
前
川
と
言
え
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

②
前
川
の
清
掃
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

③
前
川
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
の
徹
底
。

④
川
ざ
ら
い
を
し
て
は
ど
う
か
。

⑤
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
工
事
に
つ
い

て
。潮

来
市
民
の
願
い

豊
野
環
境
課
長

　

前
川
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
あ
や

め
祭
り
前
と
期
間
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
水
面
に
浮
か
ぶ
ご
み
な

ど
を
撤
去
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

延
方
地
区
の
一
部
の
子
供
会
の
方
に

沿
線
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
河
川
管
理
者
の
県
に
お
い

て
、
河
川
の
清
掃
活
動
を
行
う
方
に

対
し
河
川
愛
護
奨
励
金
の
交
付
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
清
掃
活
動
の
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
河

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
増
や
し
て
清
掃

活
動
の
推
進
や
、
引
き
続
き
前
川
沿

線
を
重
点
的
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
地
区
の
皆
様
方
へ
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

川
ざ
ら
い
に
つ
い
て
は
、
県
が
平

成
６
年
に
調
査
を
行
い
20
セ
ン
チ
か

30
セ
ン
チ
の
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
今
の
と
こ

ろ
川
ざ
ら
い
に
つ
い
て
は
考
え
て
は

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ヘ
ド

ロ
の
堆
積
状
況
つ
い
て
調
査
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

前
川
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て

は
前
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
計

画
に
て
土
木
事
務
所
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
前
川
の
河
口
部
か
ら

天
王
橋
ま
で
680
メ
ー
ト
ル
の
事
業
計

画
が
策
定
さ
れ
、
18
年
度
末
の
整
備

状
況
は
276
メ
ー
ト
ル
で
す
。

再
質
問

　

ろ
舟
発
着
所
前
の
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー

ク
は
月
祭
り
の
見
学
場
所
と
し
て
有

効
活
用
し
て
い
る
。
つ
な
が
る
と
素
晴

ら
し
い
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
な
る
と

思
う
が
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

前
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業

は
、
平
成
16
年
か
ら
平
成
30
年
、
15

年
計
画
で
、
前
川
河
口
部
か
ら
大
洲

口
ま
で
3
．
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

す
。
当
面
の
事
業
区
間
と
し
て
天
王

橋
ま
で
約
680
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、

19
年
度
の
県
の
事
業
計
画
で
は
、
天

王
橋
ま
で
の
実
施
計
画
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
地
権

者
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
商
売
に

つ
い
て

　

駐
車
場
の
看
板
が
や
た
ら
と
目
に

付
き
ま
す
。
各
種
売
店
が
出
て
賑
わ

い
と
な
っ
て
い
る
が
、
駐
車
場
の
対

応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

隣
接
す
る
駐
車
場
が
無
い

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

自
家
用
車
で
訪
れ
る
お
客
さ
ん
が

大
半
で
、
市
営
あ
や
め
駐
車
場
か
ら

は
５
分
か
ら
10
分
か
か
り
ま
す
。
来

園
者
の
た
め
の
駐
車
場
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

寒
咲
き
あ
や
め
に
つ
い
て

　

前
川
あ
や
め
園
で
育
た
な
い
環
境

な
ら
ば
、
ふ
る
さ
と
館
に
植
え
て
は

ど
う
か
。

検
証
の
た
め
に
植
栽

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

過
去
に
ふ
る
さ
と
館
、
大
門
河
岸

公
園
の
一
部
に
植
え
ま
し
た
。
今
年

度
は
浅
間
下
あ
や
め
園
に
植
付
け
を

し
、
寒
咲
き
あ
や
め
の
生
育
状
況
の

結
果
を
確
認
し
、
市
内
観
光
施
設
へ

の
植
付
け
を
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

観
光
案
内
に
つ
い
て

　

市
内
の
観
光
案
内
の
現
状
を
伺

う
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
情
報
提
供

な
ど
の
対
応
は
。

48
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

水
郷
潮
来
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
の
積
極
的
な
協
力
を
頂
い

て
い
ま
す
。
案
内
者
の
養
成
、
研
修

会
を
重
ね
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

お
り
、
あ
や
め
園
内
に
お
い
て
も
案

内
が
出
来
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
案
内
は
本
部

前
掲
示
板
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。道
の
駅
、観
光
協
会
、

ふ
る
さ
と
館
等
と
連
携
を
図
り
情
報

発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

何
台
あ
り
ま
す
か
、
公
用

車
は
。

　

年
末
年
始
休
み
で
の
公
用
車
の
駐

車
台
数
が
多
い
の
に
は
驚
い
た
と
の

こ
と
。
限
ら
れ
た
駐
車
場
で
あ
る
の

で
内
容
を
伺
う
。

公
用
車
の
台
数
は
133
台

根
本
総
務
課
長

　

乗
用
車
33
台
、
小
型
貨
物
バ
ン
29

台
、
軽
自
動
車
16
台
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ

ク
等
10
台
、
道
路
整
備
車
両
３
台
、

消
防
車
両
等
42
台
で
す
。
年
末
年
始

は
車
両
の
被
害
が
続
き
ま
し
た
の
で

１
箇
所
へ
の
集
中
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
利
用
目
的
に
沿
っ
て
更
新
等
も

考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
公
用
車
の
貸

し
出
し
に
つ
い
て

根
本
総
務
課
長

　

市
の
財
産
等
に
つ
い
て
は
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
貸
し
出
し
で
き
ま

す
が
、
自
動
車
類
は
事
故
や
補
償
等

の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
者

に
つ
い
て

　

団
塊
世
代
の
人
が
町
内
会
、
商
店

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
連
携
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
せ
る
と
報
告
書
が
あ
り

ま
す
が
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

豊
か
な
知
識
、
技
術
、
経
験

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

豊
か
な
知
識
、
技
術
、
経
験
を
生

か
し
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
地
域
の
活
力

と
な
り
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
価
値
観
や

能
力
に
応
じ
た
多
様
な
社
会
参
加
の

た
め
の
情
報
提
供
、
き
っ
か
け
づ
く

り
を
通
じ
て
地
域
や
社
会
活
動
へ
の

参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市公用車

前川リバーウォーク
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

柚木　巖 議員

高
額
療
養
費
制
度
の
改
正
は

　

医
療
費
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
に

患
者
の
自
己
負
担
を
一
定
額
に
抑
え

る
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
、
４

月
か
ら
、
入
院
治
療
の
場
合
の
立
替

払
い
方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

で
病
院
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
よ
く
な
り
、
後
で

健
康
保
険
に
申
請
し
て
払
い
戻
さ
れ

る
過
払
い
分
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

①
制
度
改
正
に
対
し
て
の
市
の
取
り

組
み
は
。

②
４
月
以
降
の
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

規
則
の
改
正
を
準
備
中

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

①
入
院
さ
れ
た
時
に
限
度
額
認
定
書

を
発
行
す
る
な
ど
規
則
の
改
正
を
進

め
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

②
広
報
誌
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取

代
理
制
度
の
進
捗
は

　

出
産
育
児
一
時
金
の
う
ち
、
保
険

者
で
あ
る
自
治
体
か
ら
直
接
出
産
分

娩
費
を
医
療
機
関
に
支
払
う
方
式
、

い
わ
ゆ
る
受
取
代
理
制
度
の
推
進
を

昨
年
９
月
の
定
例
会
で
提
案
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

６
月
か
ら
実
施
す
る

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

６
月
の
実
施
に
向
け
て
要
綱
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の

範
囲
、
ま
た
前
渡
し
制
度
の
存
続
に

つ
い
て
も
検
討
中
で
す
。

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
大
は

　

本
市
は
前
期
と
後
期
で
２
回
分
の

妊
婦
無
料
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

国
の
子
育
て
支
援
事
業
拡
充
に
伴

い
、
公
費
負
担
の
無
料
健
診
回
数
の

倍
増
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

平
成
19
年
度
以
降
の
方
針
及
び
計
画

を
伺
う
。

19
年
度
に
検
討
し
た
い

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

妊
産
婦
健
診
の
自
己
負
担
は
大
き

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
無
料
健
診

の
予
算
も
か
な
り
必
要
と
し
ま
す
の

で
19
年
度
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

各
種
検
診
の
対
象
者
拡
充
を

　

本
市
に
お
け
る
各
種
検
診
は
対
象

者
年
齢
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、「
高

齢
に
な
る
と
検
診
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
不
安
」
と
い
う
声
も
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
の
市
で
は

殆
ど
上
限
を
撤
廃
し
て
い
る
市
も
あ

る
の
で
、
本
市
も
検
討
す
べ
き
と
申

し
入
れ
し
た
が
今
後
の
改
善
計
画
を

伺
う
。

19
年
度
か
ら
大
幅
改
善

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
上
限
な
し
に
、
胃
が
ん

検
診
に
つ
い
て
も
対
象
年
齢
を
75
歳

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

再
質
問

　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
も
上
限
を
な

く
し
て
は
ど
う
か
。

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

19
年
度
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

浄
水
場
運
転
管
理
は
大
丈

夫
か

　

平
成
18
年
度
は
㈱
水
世
に
業
務
委

託
し
た
が
19
年
度
は
随
意
契
約
と
せ
ず

㈱
水
世
が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
撤
退
の
具
体
的
理
由
は
明
か
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。

②
職
員
３
人
体
制
に
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

③
平
成
19
年
度
の
運
転
管
理
委
託
料

が
５
千
800
万
円
と
計
上
さ
れ
た
が
根

拠
を
伺
う

水
処
理
の
専
門
会
社
に
委
託

橋
本
水
道
課
長

①
理
由
も
判
明
し
な
い
ま
ま
撤
退
す

る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
会
社
の
真

意
を
図
り
か
ね
て
い
ま
す
。
４
月
に

は
報
告
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
職
員
は
３
年
か
ら
５
年
で
定
期
的

に
異
動
す
る
た
め
、
高
度
な
電
気
、

機
械
等
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
力

を
維
持
、
習
得
す
る
こ
と
が
困
難
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
水

を
供
給
す
る
に
は
専
門
的
な
知
識
、

技
術
を
擁
す
る
専
門
業
者
に
委
託
す

る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

③
予
算
に
つ
い
て
は
昨
年
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
が
算
出
し
た
設
計
額
を

基
に
決
め
た
金
額
で
す
。
人
的
に
も

技
術
的
に
も
能
力
の
あ
る
水
処
理
会

社
を
確
保
す
る
の
に
必
要
な
額
と
考

え
ま
す
。

前
川
の
水
質
は
改
善
さ
れ
て

い
る
か

①
前
川
の
水
質
浄
化
対
策
の
取
組
み

と
現
状
を
伺
う
。

②
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う

③
国
家
的
な
事
業
の
誘
致
の
実
現
構

想
を
伺
う

上
流
部
で
汚
れ
が
進
ん
で

い
る

鈴
木
環
境
経
済
部
長

①
下
流
部
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
横
ば
い

で
、上
流
部
の
出
島
橋
付
近
は
微
増
。

水
質
監
視
員
に
よ
る
月
１
回
の
巡

視
、
家
庭
排
水
対
策
は
啓
発
活
動
を

中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

②
水
質
汚
濁
の
69
％
を
占
め
る
生
活

排
水
の
流
入
を
適
正
な
水
と
し
て
対

応
処
置
す
る
に
は
、
人
口
密
集
地
で

は
下
水
道
の
推
進
、
霞
ヶ
浦
方
式
の

浄
化
槽
の
設
置
推
進
を
図
り
た
い
。

田
市
長

③
国
や
県
、
更
に
は
民
間
の
研
究
機

関
や
実
証
施
設
の
誘
致
、
産
学
連
携

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
国
、県
、

関
係
機
関
に
も
提
案
し
、
水
辺
の
環

境
と
市
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
潮

来
発
の
事
業
実
現
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

田の森浄水場

前川
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

沼里　真一郎 議員

ポ
ン
プ
設
置
に
係
る
営
業

補
償
を

　

前
川
洪
水
対
策
で
ポ
ン
プ
場
設
置

場
所
が
決
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ

で
商
売
を
し
て
い
る
方
の
店
先
前
面

に
も
関
わ
ら
ず
設
計
前
に
説
明
が
無

い
。
謝
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
売

り
上
げ
へ
の
影
響
は
明
ら
か
で
、
売

上
減
分
の
補
償
は
で
き
な
い
か
。

移
転
も
無
い
た
め
補
償
で

き
な
い

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

現
場
近
く
の
皆
様
に
は
下
町
区
、

個
別
の
順
に
説
明
会
を
開
き
ま
し

た
。
補
償
に
つ
い
て
は
霞
ヶ
浦
工
事

事
務
所
、
市
に
お
い
て
は
、
用
地
買

収
に
伴
う
移
転
も
無
い
た
め
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
値
上
が
り
の
原
因
は

　

住
民
税
値
上
が
り
へ
の
苦
情
と
怒

り
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
一
般
住
民

の
苦
し
い
中
で
の
値
上
げ
は
納
得
で

き
な
い
。
定
率
減
税
廃
止
の
影
響
は
。

定
率
減
税
等
の
廃
止
に
よ

る
値
上
げ

佐
野
総
務
部
長

　

住
民
税
の
値
上
が
り
は
定
率
減
税

の
廃
止
と
老
年
者
へ
の
非
課
税
措
置

の
廃
止
に
よ
る
も
の
で
す
。
所
得
税

の
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
で
は
200
万

ま
で
の
税
率
が
５
％
か
ら
10
％
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
分
所
得
税
が
減
額

さ
れ
ま
す
の
で
負
担
は
同
じ
で
す
。

税
源
移
譲
に
よ
る
市
へ
の

影
響
は

　

政
府
は
地
方
自
治
推
進
の
た
め
税

源
を
地
方
へ
移
譲
す
る
と
い
っ
て
い

る
。
し
か
し
国
庫
補
助
金
の
廃
止
縮

減
、
地
方
交
付
税
の
削
減
で
地
方
自

治
体
の
財
源
は
逆
に
減
る
の
で
は
な

い
か
。
当
市
で
の
影
響
は
ど
う
か
。

交
付
税
は
毎
年
減
る

佐
野
総
務
部
長

　

交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
計

は
毎
年
減
で
す
。
18
年
は
15
年
に
比

べ
約
６
億
５
千
万
の
減
で
す
。

当
市
も
財
政
破
綻
に
な
り

そ
う
か

　

当
市
も
こ
れ
ま
で
の
箱
物
建
設
、

借
金
行
政
に
よ
っ
て
夕
張
市
の
様
に

な
る
か
の
様
な
論
議
が
な
さ
れ
た
。

そ
う
な
る
の
か
。
夕
張
市
の
場
合
は

石
炭
産
業
つ
ぶ
し
政
策
、
極
端
な
人

口
減
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
推
進
、
政
府

の
交
付
税
打
ち
切
り
に
よ
る
財
政
つ

ぶ
し
政
策
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
当
市
発
足
以
来
５
年
間
の
公
債

費
の
各
年
の
動
き
と
そ
の
意
味
は
。

ま
た
５
年
間
の
起
債
と
そ
の
主
な
も

の
は
何
か
。

夕
張
市
は
人
口
減
と
リ

ゾ
ー
ト
開
発
の
失
敗

佐
野
総
務
部
長

　

夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
炭
坑
の
閉

鎖
で
人
口
も
11
万
人
か
ら
１
万
３
千

人
と
激
減
し
た
こ
と
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
失
敗
が
あ
る
。

　

当
市
の
公
債
費
は
13
年
度
約
12
億

円
、
14
年
度
約
13
億
円
、
15
年
度
約

15
億
円
、
16
年
度
約
23
億
円
、
17
年

度
約
16
億
円
で
す
。
16
年
度
の
増
は

５
億
円
の
借
り
換
え
が
あ
っ
た
た
め

で
す
。
合
併
後
の
大
き
な
事
業
で
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
関
係
の
23
億
円
が
あ

り
ま
す
。

　

起
債
は
13
年
度
約
37
億
円
、
14
年

度
約
19
億
円
、
15
年
度
約
20
億
円
、

16
年
度
約
17
億
円
、
17
年
度
約
10
億

円
で
す
。
主
な
事
業
は
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事

業
、
合
併
特
例
債
、
臨
時
財
政
対
策

債
、
減
税
補
填
債
で
学
校
校
舎
建
設

が
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

起
債
は
元
金
償
還
以
内
の
10
億
円

ほ
ど
に
抑
え
て
い
け
ば
、
現
在
の
借

金
230
億
円
も
次
第
に
減
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。

津
知
幼
稚
園
の
休
止
。

納
得
で
き
な
い

　

私
も
津
知
幼
稚
園
を
卒
業
し
た
。

休
止
は
全
く
納
得
で
き
な
い
。
津
知

幼
稚
園
で
は
早
く
か
ら
二
年
保
育
が

要
望
さ
れ
て
い
た
の
に
全
く
無
視
さ

れ
た
。
自
治
法
で
は
住
民
に
サ
ー
ビ

ス
を
尽
す
べ
き
も
の
と
し
て
項
目
ま

で
出
て
い
る
の
に
お
か
し
い
。
公
的

教
育
、
公
的
保
育
の
意
味
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

休
園
は
応
募
者
が
少
な
い

た
め

石
田
社
会
福
祉
課
長

　

昨
年
11
月
、
公
立
幼
稚
園
の
募
集

を
行
い
４
名
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、休園した津知幼稚園

集
団
生
活
の
中
で
の
準
備
教
育
が
出

来
な
い
の
で
、
応
募
児
童
の
保
護
者

の
理
解
を
得
て
休
園
に
し
ま
し
た
。

障
害
者
自
己
負
担
の
軽
減
は

　

こ
れ
ま
で
当
然
の
事
と
さ
れ
て
き

た
障
害
者
福
祉
の
全
額
公
的
負
担
が

一
割
自
己
負
担
に
さ
れ
た
。
国
家
の

目
標
は
福
祉
国
家
で
あ
る
と
し
て
憲

法
25
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
満

足
に
働
く
こ
と
も
、
収
入
を
得
る
こ

と
も
で
き
な
い
障
害
者
へ
の
自
己
負

担
制
度
の
導
入
と
負
担
増
を
強
い
る

の
は
あ
ま
り
に
も
冷
た
い
。
東
海
村

で
は
自
己
負
担
分
の
７
割
を
村
で
助

成
す
る
こ
と
に
し
た
。
当
市
で
も
こ

れ
に
見
習
っ
て
同
様
の
措
置
を
と
る

つ
も
り
は
な
い
か
。

市
独
自
の
軽
減
策
は
行
わ

な
い

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

昨
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法
で
一
割
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
し
た
。
東
海
村
の
様
に
市
が

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
行
い
ま
せ

ん
。
自
己
負
担
も
や
む
を
得
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

芝田　貢 議員

潮
来
二
中
前
の
県
道
整
備

に
つ
い
て

　

か
ね
て
よ
り
念
願
で
あ
り
ま
し
た

潮
来
二
中
改
築
工
事
も
特
別
教
室
工

事
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
懸

案
で
あ
る
二
中
前
の
県
道
整
備
の
件

も
潮
来
市
議
会
の
意
見
書
を
県
当
局

へ
提
出
し
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

二
中
前
県
道
50
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は

狭
く
、
そ
の
上
歩
道
も
な
く
生
活
道

路
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
児
童
生
徒

の
通
学
路
と
し
て
も
非
常
に
危
険
な

状
況
で
す
。
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
、
児
童
生
徒
の

安
全
な
通
学
路
を
確
保
す
る
こ
と
は

保
護
者
、
地
域
住
民
の
切
な
る
願
い

で
す
。
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

地
権
者
と
交
渉
中

吉
川
建
設
部
長

　

潮
来
二
中
前
の
県
道
の
未
整
備
区

間
は
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
通
勤
、
通
学
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
、

生
徒
に
限
ら
ず
必
要
な
こ
と
と
思
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
県
道
改
良

工
事
の
促
進
に
関
す
る
要
望
書
が
、

平
成
５
年
10
月
に
知
事
及
び
潮
来
土

木
事
務
所
長
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、

平
成
17
年
２
月
に
は
、
二
中
通
学
路

の
整
備
に
関
す
る
要
望
書
が
議
会
に

提
出
さ
れ
た
後
、
潮
来
市
議
会
か
ら

の
意
見
書
が
知
事
あ
て
に
提
出
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

潮
来
土
木
事
務
所
用
地
管
理
課
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
毎
年
地
権
者
の

方
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
既
に
20
年

近
く
た
っ
て
い
る
今
で
も
交
渉
が
難

航
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
目
新

し
い
進
展
は
見
ら
れ
な
い
状
況
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

市
と
し
て
も
、
県
と
一
緒
に
な
っ

て
用
地
交
渉
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要　

望

　

国
道
等
の
渋
滞
に
よ
り
通
学
路
へ

の
車
の
進
入
で
事
故
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
通
学
時
間
帯
の
進
入

規
制
も
含
め
対
策
を
願
い
た
い
。

市
長
選
挙
公
約
に
つ
い
て

１
．
水
質
環
境
対
策

　

潮
来
市
は
北
浦
を
水
道
水
の
水
源

と
し
て
お
り
、
下
水
道
の
普
及
率
を

見
る
と
下
流
部
の
潮
来
市
69.1
％
、
鹿

嶋
市
41.2
％
、
神
栖
市
37.5
％
。
そ
れ
に

対
し
て
流
入
河
川
の
多
い
上
流
部
の

行
方
市
17.2
％
、
鉾
田
市
０
％
で
す
。

霞
ヶ
浦
流
域
人
口
約
142
万
３
千
人
の

約
３
割
43
万
４
千
人
が
台
所
、
風

呂
、
洗
濯
等
の
生
活
雑
排
水
を
垂
れ

流
し
て
お
り
、
北
浦
流
域
で
は
人
口

の
約
５
割
が
垂
れ
流
し
状
態
で
す
。

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
前
川
に

河
川
浄
化
の
試
験
的
な
国
家
的
事
業

を
誘
致
す
る
と
公
約
さ
れ
て
い
る
が

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

水
辺
環
境
都
市
の
モ
デ
ル

事
業

田
市
長

　

国
、
県
、
民
間
の
研
究
機
関
の
誘

致
に
加
え
産
学
連
携
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
創
造
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
環
境
、
産
業
、
観
光
交
流
と
ま
ち

づ
く
り
と
を
一
体
的
に
進
め
、
国
、
県

等
へ
も
提
案
し
な
が
ら
水
辺
の
環
境

都
市
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
事
業

実
現
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
的
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て

は
流
域
市
町
村
で
構
成
す
る
霞
ヶ
浦

問
題
協
議
会
で
要
請
し
て
い
き
た
い
。

２
．
教
育
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
教
育
の
見

直
し
を
す
る
」
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
具
体
的
内
容
を
伺
う
。

安
心
安
全
な
居
場
所
づ
く
り

田
市
長

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
を
と

り
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
な
居

場
所
作
り
や
遊
び
場
作
り
、
ま
た
豊

か
な
心
と
た
く
ま
し
い
健
や
か
な
身

体
を
養
っ
て
い
け
る
よ
う
な
事
業
を

し
て
い
き
た
い
。

３
．
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
後
期
計
画
の
主
要
事

業
と
し
て
延
方
小
学
校
の
改
築
事

業
、
日
の
出
中
学
校
体
育
館
建
設
が

あ
る
。
ま
た
か
す
み
の
郷
の
ナ
イ

タ
ー
設
備
は
中
断
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

財
政
状
況
を
踏
ま
え
検
討

田
市
長

　

学
校
施
設
建
設
に
関
し
て
は
早
期

に
整
備
内
容
、時
期
等
を
検
討
し
た
い
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
今
後
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

　

潮
来
牛
堀
の
合
併
か
ら
6
年
が
経

過
し
、
国
の
構
造
改
革
、
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
税
源
移
譲
や
交
付
税

の
縮
減
等
、
変
革
の
時
代
で
あ
り
ま

す
。
平
成
13
年
合
併
当
時
、
一
般
会

計
予
算
約
160
億
で
あ
っ
た
が
、
平
成

18
年
に
は
約
104
億
と
な
り
56
億
も

減
っ
て
お
り
、
逆
に
借
金
は
約
266
億

に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

国
も
中
央
と
地
方
、
あ
る
い
は
自
治 延方小学校校舎

体
間
の
格
差
が
開
き
つ
つ
あ
り
、
市

の
生
き
残
り
の
た
め
の
行
財
政
改
革

は
必
然
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
情
報

公
開
や
政
策
評
価
等
、
私
ど
も
議
会

の
監
視
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
17
年
の
決
算
意
見
書

の
中
に
も
、
多
額
の
市
債
が
財
政
を

圧
迫
し
て
お
り
、
今
後
行
財
政
改
革

を
強
く
推
進
し
財
政
健
全
化
に
努
め

る
よ
う
監
査
報
告
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
中
で
、
平
成
18
年
3

月
に
で
き
た
水
郷
潮
来
ま
ち
づ
く
り

後
期
計
画
の
財
政
計
画
の
見
通
し
の

甘
さ
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
が
市
の

見
解
を
伺
う
。

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

佐
野
総
務
部
長

　

お
お
よ
そ
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

は
符
合
し
て
い
ま
す
が
、
交
付
税
等

の
財
源
が
２
億
円
ほ
ど
減
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
５
年
間
を

１
周
期
と
し
、
具
体
的
な
施
策
、
加

算
事
業
費
等
を
も
と
に
積
算
し
て
い

ま
す
が
、
国
の
構
造
改
革
や
経
済
状

況
等
に
よ
っ
て
年
々
変
化
し
ま
す
の

で
、
早
期
に
見
直
し
を
か
け
る
よ
う

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

要　

望

　

市
の
赤
字
解
消
策
と
し
て
中
期
、

長
期
展
望
に
立
ち
、
市
の
将
来
を
見

据
え
、
５
年
後
10
年
後
を
シ
ビ
ア
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
事
務
事
業

等
の
さ
ら
な
る
見
直
し
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。
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優
先
す
べ
き
政
策
は

　

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
13
項
目
の
市
長
約
束
。
優

先
順
位
は
・
・
・
。

行
財
政
改
革

田
市
長

　

約
束
は
、
努
力
い
た
し
ま
す
が
一

朝
一
夕
に
出
来
る
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
平
成
20
年
度
末
の
第
６
次
総

合
計
画
の
中
で
長
・
中
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行

財
政
改
革
、
企
業
誘
致
は
す
ぐ
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
職
員
数
の

縮
減
と
職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

合
法
か
！

チ
ラ
シ
の
頒
布
行
為

①
潮
来
市
議
有
志
11
名
ら
の
チ
ラ
シ

を
新
聞
に
折
込
配
付
し
た
行
為
の
法

的
見
解
と
市
選
管
の
対
応
は
・
・
・
。

②
市
民
の
融
和
を
図
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
。
市

長
の
考
え
は
・
・
・
。

③
許
さ
れ
な
い
応
援
・
支
持
者
へ
の

便
宜
供
与
と
職
員
人
事
へ
の
反
映
。

市
長
の
考
え
は
・
・
・
。

事
前
運
動
に
な
る
お
そ
れ

根
本
総
務
課
長

①
告
示
日
前
に
候
補
予
定
者
等
の
氏

名
入
り
チ
ラ
シ
の
頒
布
は
事
前
運
動

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
全
体
的
に
と

ら
え
て
、
市
選
管
と
し
て
は
関
係
者
に

来
て
い
た
だ
き
、
法
に
基
づ
い
た
選
挙

運
動
を
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

田
市
長

②
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
市
政
運
営

に
邁
進
し
た
い
。
議
員
指
摘
の
こ
と

も
十
分
に
踏
ま
え
、
市
長
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③
報
復
人
事
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

念
頭
に
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今

後
の
人
事
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

水
道
加
入
金
の
今
後
は

　

潮
来
市
の
上
水
道
加
入
金
は
、
近

隣
自
治
体
と
比
較
し
て
高
い
。
今
後

の
対
応
は
・
・
・
。

前
向
き
に
見
直
す

橋
本
水
道
課
長

　

潮
来
市
管
工
事
組
合
か
ら
の
要
望

書
は
真
摯
に
重
く
受
け
止
め
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
の

水
道
事
業
は
、
施
設
が
老
朽
化
し
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
な
い
と
経

営
が
成
り
立
た
な
い
状
況
で
す
。
十

分
調
査
研
究
し
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

都
市
計
画
税
は
廃
止
を

　

多
く
の
市
民
が
税
負
担
に
悲
鳴
を

上
げ
て
い
る
。
都
市
計
画
税
は
目
的

税
。
廃
止
も
含
め
て
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
・
・
・
。

廃
止
等
は
考
え
て
い
な
い

佐
野
総
務
部
長

　

市
の
財
政
状
況
は
決
し
て
裕
福
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
歳
出
等
に
気

を
つ
け
て
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
都
市
計
画

税
の
見
直
し
、
廃
止
等
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

補
助
金
を
見
直
せ

①
補
助
金
の
適
正
運
用
に
は
制
度
の

見
直
し
が
必
要
。
市
が
支
出
す
る
補

助
金
の
件
数
と
総
合
計
金
額
は
・・・
。

②
市
財
政
は
慢
性
的
な
財
源
不
足
で

危
機
的
な
状
況
。
補
助
が
既
得
権
化

し
、
運
用
実
態
が
わ
か
り
に
く
い
も

の
な
ど
は
全
件
を
一
旦
廃
止
し
、
必

要
性
を
改
め
て
検
討
し
て
は
・
・
・
。

交
付
方
針
を
明
確
に
す
る

矢
幡
行
財
政
改
革
室
長

①
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
件
数
122
件
、
総
合
計
金
額
は
２

億
７
千
542
万
２
千
円
で
す
。

②
補
助
金
全
件
を
一
旦
廃
止
す
る
こ

と
も
有
効
な
方
法
で
す
が
、
行
政
不

信
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
補
助

金
交
付
の
基
本
方
針
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
は

①
市
内
・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
道

徳
教
育
の
実
態
は
・
・
・
。

②
「
あ
い
さ
つ
声
か
け
元
気
ロ
ー

ド
」
を
設
け
て
は
・
・
・
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
展
開

根
本
教
育
長

①
全
校
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
や

日
々
の
あ
い
さ
つ
励
行
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。市
内
全
校
で
の「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
展
開
し
た
い
。

田
市
長

②
今
後
の
大
き
な
検
討
材
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

「
競
売
の
あ
や
め
園
。」

　
　
　
　
　
　

の
対
応
は

　

水
郷
潮
来
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
前

川
あ
や
め
園
」
の
一
部
が
競
売
に
か

か
っ
て
い
る
。
市
の
対
応
は
・
・
・
。

新
し
い
所
有
者
と
の
用
地

交
渉
に
入
る

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

市
は
現
在
、
動
向
に
つ
い
て
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
る
状
況
。
新
し
い

ウォーキング大会

前川あやめ園

所
有
者
の
確
定
後
に
、
あ
や
め
園
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
新
所
有
者

が
確
定
次
第
、
用
地
交
渉
に
入
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

育
て
よ
う
!!

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
化
」

　

四
季
型
観
光
と
し
て
観
光
・
歴

史
・
文
化
・
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
化
の
ま
ち
・
潮

来
」
と
し
て
全
国
に
発
信
し
て

は
・
・
・
。

展
開
し
て
い
き
た
い

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

潮
来
に
は
、
美
し
い
日
本
の
歩
き

た
く
な
る
道
、
茨
城
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

や
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し

な
が
ら
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
文
化
の
ま

ち
・
潮
来
」
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
協
会
の
潮
来
支

部
と
牛
堀
支
部
と
の
一
本

化
の
見
通
し
は
・
・
・
。

根
本
総
務
課
長

　

目
的
は
交
通
安
全
の
啓
発
。
早
い

時
期
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

今泉　利拓 議員

早
か
っ
た
「
市
長
選
」
出

馬
表
明
。
何
故
？

　

今
泉
和
氏
が
市
長
と
し
て
一
年
以

上
の
任
期
を
残
し
て
い
る
の
に
、

早
々
と
次
期
市
長
選
へ
の
行
動
を
開

始
さ
れ
た
。
現
職
市
長
に
早
々
と
挑

戦
状
を
突
き
つ
け
た
と
私
は
思
っ
て

い
る
が
。

市
長
ポ
ス
ト
へ
の
挑
戦

田
市
長

　

私
は
自
慢
の
故
郷
潮
来
が
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
潮
来
を
変
え
た
い
。
も
っ
と
元

気
に
し
た
い
。
こ
の
思
い
を
抱
き
、

さ
ら
に
は
こ
の
潮
来
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
信

念
か
ら
、
潮
来
市
長
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た
い
と

出
馬
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相

手
候
補
へ
の
挑
戦
で
は
な
く
市
長
ポ

ス
ト
へ
の
挑
戦
で
す
。

国
、
県
と
の
太
い
パ
イ
プ

と
は

　

国
会
議
員
の
秘
書
時
代
に
築
か
れ

た
人
脈
。
国
県
関
係
で
ど
ん
な
人
が

い
て
、
今
ど
う
い
う
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
か
。
そ
の
人
達
は
、

田
市
政

へ
の
協
力
を
確
約
し
て
い
る
の
か
。

具
体
的
な
こ
と
は
・
・
・

田
市
長

　

人
脈
の
相
手
方
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
実

績
を
通
し
て
、
人
脈
を
推
測
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

田
千
春
後
援
会
報
第
四

号
に
つ
い
て

　

「

田
千
春
が
元
気
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。
女
性
の
働
け
る
企
業
を

誘
致
し
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
し
ま
す
。
役
所
は
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
業
と
位
置
づ
け
ま
す
。」
こ
の

ほ
か
、
大
生
原
地
区
、
延
方
地
区
、

日
の
出
地
区
、
津
知
地
区
、
潮
来
地

区
、
牛
堀
地
区
の
市
全
域
に
様
々
な

事
業
計
画
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

田
新
市
長
の
市
民
に
対
す
る
「
公

約
」
と
受
け
と
め
て
よ
い
か
。

「
公
約
」

田
市
長

　

私
が
多
く
の
市
民
の
ご
支
持
を
頂

い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
い

わ
ば
私
へ
の
信
頼
と
期
待
で
あ
り
ま

す
。
当
然
私
は
こ
れ
ら
に
お
答
え
し

て
い
く
義
務
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
私
の
「
公
約
」
と
受
け
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

　

「
公
約
」
な
ら
お
尋
ね
す
る
。
大

生
原
地
区
で
は
水
辺
の
公
園
整
備
。

農
業
生
産
環
境
の
整
備
。
市
営
住
宅

の
存
続
及
び
県
営
住
宅
の
誘
致
。
白

鳥
の
里
整
備
と
守
る
会
へ
の
協
力
。

県
道
大
賀
・
延
方
線
の
推
進
。
延
方

地
区
で
は
水
辺
の
公
園
整
備
。
北
浦

の
ヘ
ド
ロ
を
入
れ
農
業
生
産
環
境
の

改
善
。
前
川
と
南
幹
線
用
水
路
の
一

体
的
な
整
備
。
水
郷
有
料
道
路
の
早

期
無
料
化
。
水
郷
ト
ン
ボ
公
園
の
整

備
。日
の
出
で
は
、日
の
出
八
丁
目
、

三
丁
目
、
四
丁
目
の
集
会
所
建
設
。

日
の
出
中
学
校
体
育
館
建
設
。
潮
来

地
区
市
街
化
区
域
の
拡
大
。
中
心
市

街
地
の
活
性
化
。
商
業
観
光
の
振

興
。雇
用
機
会
の
拡
大
。企
業
誘
致
。

都
市
基
盤
の
充
実
。
潮
来
ボ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ア
メ
ン
ボ
の
利
用
推
進
。
前

川
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
。
石
田
川
、

前
川
の
再
整
備
と
浄
化
。
津
知
地
区

で
は
、
川
尾
池
の
整
備
。
牛
堀
八
代

地
区
の
マ
リ
ー
ナ
整
備
。
台
上
戸
、

古
宿
間
の
拡
幅
改
良
工
事
。
権
現

山
、
図
書
館
、
北
斎
公
園
の
連
携
し

た
観
光
資
源
化
。
か
す
み
の
郷
運
動

公
園
の
ナ
イ
タ
ー
整
備
。
国
道
三
五

五
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
。
農
業
生

産
環
境
の
整
備
。
県
民
の
森
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
こ
れ

ら
の
事
業
費
は
い
く
ら
で
、
国
の
事

業
で
や
る
の
か
、
県
の
事
業
で
や
る

の
か
。
国
県
の
補
助
事
業
の
場
合
、

市
の
負
担
金
は
ど
れ
く
ら
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
い
つ
ま
で
完
成

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

田
市
長

　

今
後
の
市
の
第
六
次
総
合
計
画
に

の
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま 前川と直結できるか南幹線用水路

どうする水郷有料道路の無料化

す
。
そ
の
中
で
優
先
順
位
を
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
泉
議
員

　

県
道
大
賀
・
延
方
線
の
推
進
。
こ

う
い
う
具
体
的
な
も
の
に
つ
い
て
は

市
長
な
り
の
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
た
。
漠
然
と
し
た
答

え
し
か
出
て
こ
な
い
が
。

田
市
長

　

こ
の
施
策
全
体
が
、
市
民
と
の
約

束
が
果
た
せ
る
か
果
た
せ
な
い
か
と

い
う
問
題
に
な
る
も
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
選
挙

が
あ
る
も
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

◎
大
生
原
地
区
の
農
排
事
業
加
入
率

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て

田
市
長　

　

加
入
率
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
堅
持

す
る
。
地
域
住
民
の
意
向
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
適
切
な
事
業
の
方

向
性
を
示
し
て
い
く
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
福
祉
サ
ー
ビ

ス
一
割
負
担
に
つ
い
て

田
市
長

　

現
状
で
は
市
の
支
援
は
難
し
い
と

思
う
。
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一 般 通 告 質一 般 通 告 質 問問

日
の
出
三
丁
目
集
会
所
に

つ
い
て

　

６
年
越
し
の
お
願
い
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
日
の
出
三
丁
目
の
集
会
所

の
件
で
あ
り
ま
す
。
私
の
区
長
の
と

き
か
ら
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
解
決
さ
れ
ず
、
場

所
の
確
認
、
ま
た
現
在
の
公
民
館
の

100
畳
の
和
室
の
使
用
に
つ
い
て
、
私

ど
も
と
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
た
だ

け
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。　

地
区
で
ま
と
め
て
ほ
し
い

根
本
総
務
課
長

　

場
所
に
つ
い
て
は
、
日
の
出
中
央

公
民
館
等
の
話
が
出
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
も
お
答
え
し
て
い

る
よ
う
に
中
央
公
民
館
で
大
き
い
イ

ベ
ン
ト
等
が
あ
る
場
合
、
私
有
地
等

を
借
り
る
な
ど
し
て
対
応
し
、
あ
る

い
は
道
路
で
も
車
を
駐
車
し
て
苦
情

等
も
来
て
い
ま
す
。
道
路
に
つ
き
ま

し
て
も
、
学
校
の
校
庭
も
含
め
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
場
所
に
な
り
、
ま
た
災

害
時
等
に
も
支
障
が
あ
り
ま
す
。

各
地
区
の
集
会
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
よ
く
地
区
の
方
と
で
ご
相
談
い

た
だ
い
て
、
市
の
関
係
の
補
助
に
つ

き
ま
し
て
は
補
助
要
綱
に
基
づ
き
ま

し
て
支
出
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
区
の
方
で
話
が
ま
と
ま
っ
た

中
で
ご
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
本
登
美
三
郎
先
生
の
顕

彰
費
に
つ
い
て

　

橋
本
登
美
三
郎
先
生
の
顕
彰
碑
に

つ
い
て
は
先
代
か
ら
お
願
い
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

香
取
県
議
の
存
命
中
、
議
会
を
通

し
て
市
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

関
係
で
、
ま
こ
と
に
恐
れ
入
り
ま
す

が
、
新
市
長
に
継
続
の
お
願
い
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
長
選
が

終
わ
り
次
第
、
早
速
顕
彰
碑
に
つ
い

て
の
行
動
を
起
こ
す
つ
も
り
で
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

橋
本
先
生
の
関
係
は
、
も
う
ず
っ

と
前
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
新
市
長
に
継
続
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
の
声
が
あ
が
れ
ば

田
市
長　

　

潮
来
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
を

し
て
い
た
だ
い
た
橋
本
先
生
の
顕
彰

碑
を
建
て
る
と
い
う
市
民
の
声
が
上

が
れ
ば
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

橋本　きくい 議員

請願・陳情のご案内請願・陳情のご案内
　市民は市政についての自分たちの意思や要望を、直接に文書で議会へ提出できます。請願につい
ては、議員の紹介を必要としますが、陳情はその必要はありません。
　提出については、いつでも受付けしておりますが、受付日によっては次回の定例会での審査となり
ますので、議会事務局へ確認してください。
　提出された請願・陳情は委員会・本会議で審査され、その結果 (採択・不採択 )を提出者にお知
らせいたします。
　提出等について、不明な点がありましたら議会事務局へお問い合わせください。

記載上の注意
　　（１）表紙と本文は一体でも構いません。
　　（２） 法人・団体は、住所とその名称及び代表者氏名と押印が必要です。
　　（３）内容が２項目以上にわたるときは、なるべく１項目ごとに提出してください。

表　　　紙
請願陳情の書式例

本　　　文

○○○に関する請願書（陳情書）

　

要　旨・・・・・・・・・・・

理　由・・・・・・・・・・・

　　　

　年　月　日

（提出者）　　　　　

住　所　　　　　　

氏　名　　　　　印

潮来市議会議長　○○○様

○○○に関する請願書（陳情書）

紹介議員　　○○○○　　印

　　  （署名の場合は印は不要）
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期　日 内　　　　容 出席議員 期　日 内　　　　　容 出席議員

１月４日 仕事始め 議長 ２５日 身体障害者協議会新年会 議長

７日 新成人の集い 全議員 ２５日 潮来市文化講演会
副議長
関係議員

１２日 民生児童委員新年会 議長 ２６日 全員協議会 全議員

１３日
ニューイヤーマラソン大会
（道の駅いたこ）

議長 ２６日 議会運営委員会 議会運営委員

１４日 消防出初式
正副議長
各委員長

２７日 鹿行広域組合議会定例会 組合議員

１８日 高齢者クラブ連合会新年会 議長 ２８日 潮来二中体育館竣工式 全議員

１８日 広報編集委員会 広報委員 ３月１日 羽成ファッションスクール卒業式 議長

２３日 県市議会議長会定例会 議長 ８日 議会運営委員会 議会運営委員

２４日
特別養護老人ホーム
「いたこの郷」 開所式

議長
教育福祉委員

１０日 潮来市文化協会芸能音楽祭
議長
関係議員

２６日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員 １２日 ３月定例会開会 全議員

２７日
シルバー人材センター
「新春芸能祭」

議長 １３日 市内中学校卒業式 全議員

２９日 環境経済委員会協議会 環境経済委員 １３日 あやめ祭実行委員会 議長

２９日 全員協議会 全議員 １４日 定例会本会議 全議員

２月１日
県北鹿行市議会議長会研修
（～２日）

議長 １５日 総務委員会・教育福祉委員会 各委員

３日 潮来市社会福祉大会 全議員 １６日 環境経済委員会・建設委員会 各委員

５日 第１回臨時会 全議員 １９日 定例会通告質問 全議員

５日 常陽銀行８０周年記念式典 議長・副議長 ２０日 定例会通告質問 全議員

６日 農業委員会総会 議長 ２２日 市内小学校卒業式 全議員

６日 国民保護協議会 議長 ２３日 定例会閉会 全議員

２０日 全員協議会 全議員 ２６日 開発公社評議員会
議長
関係議員

２０日 総務委員会協議会 総務委員 ２６日 区長会解散式 議長

２０日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員 ２７日 悠々塾閉講式 議長

２１日 環境経済委員会協議会 環境経済委員 ２７日 国民保護協議会 議長

２１日 津知・延方地域資源を守る会 副議長 ２９日 シルバー人材センター総会 議長

２１日 鹿行議長会定例会 議長 ３０日 社会福祉協議会理事会 議長

２２日 建設委員会協議会 建設委員 ３０日 踊りの響演実行委員会 議長

２２日 国保運営協議会 議長

議会議員活動日議会議員活動日誌（平成１９年１月～３月)誌（平成１９年１月～３月)
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　環境経済委員会では、４月２０日、潮来市釜谷地区
の硫酸ピッチ撤去の代執行が完了した現場を視察しま
した。硫酸ピッチは、廃酸・廃油の混合物で、不正軽
油を製造する際の副産物（産業廃棄物）です。亜硫酸
ガスの発生や倉庫外への流出により、生活環境の保全
上支障が生ずる恐れがあるため、昨年、同区から市へ
早期解決の上申書が提出されました。１１月に市、議会、
区、地元県議により知事へ要望書を提出したところ、
今年３月に県がドラム缶約３４０本の撤去処理を行ない
ました。また、代執行に係る市の負担金３８７万９千円
（負担割１/４）を３月定例会において議決しています。
今後も、生活環境保全のための監視強化に努めていき
ます。

環 境 経 済 委 員 会環 境 経 済 委 員 会 総 務 委 員 会総 務 委 員 会

教 育 福 祉 委 員 会教 育 福 祉 委 員 会 建 設 委 員 会建 設 委 員 会

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報常 任 委 員 会 報 告告

　３月の定例議会に潮来地区区長会と素鵞熊野神社総
代会より「素鵞熊野神社境内に建物火災の為の消火栓
設置の要望書」が提出され、総務委員会に付託され審
査を致しました。そもそも潮来一中の改築前にはプー
ルがあり水利となっていたものが、現在はプールも無く
神社内の貯水槽は小型ポンプ以外対応が出来ない状態
です。要望書の通り潮来祇園祭礼の中核である素鵞熊
野神社は地域の文化遺産と考え、消火設備が皆無の状
態であり、ましてや高台に神社がある事も鑑み放置は
出来ないと、委員会では早期に消火栓設置を望むと採
択しました。当然の様に議会全体の賛同も取り付け、
早期に設備される事を議会としても望んでおります。

　２月２８日に竣工式が行なわれた潮来第二中学校屋

内運動場で平成１８年度卒業生９９名の卒業式が、市

長をはじめ教育福祉委員長、２中学区関係議員と区長、

民生委員、卒業生保護者の参加のもと厳粛のうち、盛

大に行なわれました。

　３月１３日に４校の市立中学校で卒業生３３４名の卒業

式。また３月２０日には７校の市立小学校で卒業生３２０

名の卒業式が盛大に取り行われました。

　４月６日には各小学校の入学式、４月９日には中学校

の入学式が行なわれ

ましたが、今年度の

市立小学校入学生は

２６１名、中学校では

３０４名で、卒業生と

比較すると小学校が

３０名の減、中学校

が５９名の減と数字

的にも少子化傾向が

見受けられます。

安定した水の供給について
　大賀区長より、大賀台地区の約３０戸の方から水道
の水圧が低く、生活に大変不便しているので改善して
ほしいとの要望があり、本委員会において圧不足の現
状調査及び解消方法等を審議してきました。　
　現状は、「トイレタンクの満水に時間がかかり連続し
て使えない。」「ボイラーが作動せずお風呂のお湯が汲
めない。」「シャワーのお湯がほとんど出ない。」という
状況でした。改善方法について、水道企業会計の厳し
い経営状況、また経済的な投資効果等も踏まえて検討
してきました。
　その結果、加圧施
設の設置が有効であ
ることから、本委員会
として執行部に対し、
圧不足に苦慮されてい
る住民を考慮し早急に
実施するよう求めてま
いりました。併せて安
全で良質な水の確保
と安定した水の供給を
していくよう執行部に
求めていきます。

硫酸ピッチの処理をした現場視察 素鵞熊野神社

市立小学校入学式 田の森浄水場水質検査
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インターネットで　議会会議録・議会だより　が閲覧できます

潮来市議会のホームページから議会の会議録と議会だよりが閲覧できます。

潮来市役所のホームページから潮来市議会を検索しご覧ください。

潮来市役所ホームページ　http://www.city.itako.ibaraki.jp

傍聴へお越しください。

議会傍聴は議員活動や市政方針などを知る最も身近な機会です議会傍聴は議員活動や市政方針などを知る最も身近な機会です

受付をすればどなたでも傍聴できますので気軽にお越しください。受付をすればどなたでも傍聴できますので気軽にお越しください。

６月定例会は　６月定例会は　６月６日（水）６月６日（水）　開会予定です。　開会予定です。

「議会だより」の表紙写真を募集します

皆様が撮影した写真で「議会だより」の表紙を飾ってみませんか。

テーマ　潮来市内における伝統行事、イベント、景観（自然、名所、街並み）など

１．応募資格　市内在住・在勤・在学の方

２．応募写真　現像カラー写真（２L判以上）または電子データ（FD、MOなど）一人一点。

　　　　　　　潮来市内で撮影したもので未発表のもの。被写体の承諾を得たもの。

３．応募方法　住所・氏名・電話番号・写真内容（場所、行事名等）を明記したものを写

　　　　　　　真に添付し潮来市議会事務局へ。（郵送、メール可）

４．締め切り　次号（８月発行）掲載写真の締め切りは　平成１９年７月２０日必着です。

５．選考方法　議会広報委員会にて選考し採用者へご連絡します。

６．注意事項　応募写真は原則として返却いたしません。

　　　　　　　賞品等はありません。選考結果に対する問い合わせ等はご遠慮願います。

　　　　　　　不明な点は議会事務局までお問い合わせください。

７．応 募 先　潮来市議会事務局　　〒311-2493　潮来市辻６２６　

　　　　　　　TEL６３－１１１１　　メールアドレス　gikai@city.itako.ibaraki.jp
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後
記記

常陸利根川に架かり潮来市と香取市を結ぶ橋。

歩道橋では「潮来笠」などのメロディーが流れる。

昭和３８年開通　（橋長２８２ｍ）

前川あやめ園のシンボルであり橋上からはあやめ園を一

望できる。前川十二橋の一つ。

昭和５１年完成　（橋長７４ｍ）

神宮橋の上流に架かる国道５１号鹿嶋バイパスの橋。

２００２年サッカーワールドカップ開催にあわせ建設。

平成１４年開通　（橋長１０７５ｍ）

北浦の南端に架かる橋。

茨城から千葉、東京へと繋げる橋として重要な役割を

担っている。

昭和３６年開通　（橋長９５０ｍ）

潮来大橋潮来大橋 水雲橋水雲橋

新神宮橋新神宮橋 神宮橋神宮橋

わたしたちの暮らしとかかわりの深い橋を通して、郷土茨城の姿を見つめ直し、ふるさとわたしたちの暮らしとかかわりの深い橋を通して、郷土茨城の姿を見つめ直し、ふるさと
への愛着をより深めていただこうと、茨城新聞社といばらき１００名橋選定実行委員会が「いへの愛着をより深めていただこうと、茨城新聞社といばらき１００名橋選定実行委員会が「い
ばらき１００名橋」を選定し、潮来市からは４つの橋が選ばれました。ばらき１００名橋」を選定し、潮来市からは４つの橋が選ばれました。（写真提供：茨城新聞社）（写真提供：茨城新聞社）

（詳細は茨城新聞社のホームページをごらんください。http://www.ibaraki-np.co.jp/）（詳細は茨城新聞社のホームページをごらんください。http://www.ibaraki-np.co.jp/）


